
　
こ
こ
数
年
、
ホ
タ
ル
の
生

息
域
が
ど
ん
ど
ん
減
少
し
て

い
る
。
近
い
将
来
、
ホ
タ
ル

が
飛
び
か
う
姿
が
見
ら
れ
な

く
な
る
日
が
来
る
の
で
は
な

い
か
と
危
惧
す
る
も
の
で
あ

る
。

　
　
過
去
の
答
弁
で
は
、
自

然
保
護
の
啓
発
を
お
こ
な
っ

て
い
く
と
い
う
要
旨
で
あ
っ

た
。
啓
発
だ
け
で
現
状
の
ホ

タ
ル
生
息
域
の
減
少
が
止
ま

る
と
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
生
息
分
布
調
査
で
、

年
々
生
息
域
の
減
少
が
み
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
啓
発
だ
け

で
は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
ホ
タ
ル
飛
び
か
う
豊
か

な
自
然
を
観
光
の
目
玉
と
す

る
こ
と
へ
の
見
解
。

　
　
　
生
活
環
境
の
充
実
や

経
済
活
動
も
必
要
で
あ
り
、

自
然
の
中
で
野
生
の
ホ
タ
ル

を
増
や
す
こ
と
は
、
容
易
で

は
な
い
た
め
、
観
光
の
目
玉

と
す
る
こ
と
は
、
困
難
だ
と

考
え
る
。

　
政
府
は
、
２
０
３
０
年
度

に
お
い
て
、
温
室
効
果
ガ
ス

46
％
の
削
減
を
目
指
す
と
表

明
し
た
。
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
に
む
け
て
は
、
地
域

社
会
全
体
で
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　
　
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ

ィ
宣
言
」
を
行
い
、
積
極
的

に
進
め
て
い
く
考
え
。

　
　
　
　
　
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
シ
テ
ィ
宣
言
」
を
行
う
こ

と
を
前
向
き
に
検
討
す
る
。

　
　
２
０
３
０
年
の
削
減
目

標
の
中
で
も
と
り
わ
け
、
削

減
率
の
高
い
66
％
の
家
庭
部

門
、
51
％
の
業
務
そ
の
他
部

門
は
簡
単
な
削
減
目
標
で
は

な
い
。
建
物
で
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
量
を
大
き
く
減
ら

す
た
め
に
、
Ｚ
Ｅ
Ｈ
（
ゼ
ッ

チ
）
や
Ｚ
Ｅ
Ｂ
（
ゼ
ブ
）の

普
及
が
カ
ギ
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
、
住
宅
や
ビ
ル

の
建
設
に
対
し
て
指
導
や
支

援
策
は
あ
る
か
。

　
　
　
　
　
経
済
産
業
省
や

環
境
省
に
よ
る
国
の
補
助
制

度
が
あ
る
。

　
県
の
補
助
制
度
は
利
用
し

て
い
な
い
が
、
今
後
は
、
事

業
推
進
の
た
め
、
検
討
し
て

い
く
。

問

問

問

答問答

答
町
長

答
町
長

ホタル飛びかう、豊かな自然を守る
野生のホタルを守ることは容易ではない

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
む
け
て

「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
」
前
向
き
に
検
討

平
成
23
年　
ホ
タ
ル
生
息
域

平
成
28
年　
ホ
タ
ル
生
息
域

令
和
３
年　
ホ
タ
ル
生
息
域

山本　良輔 議員
（新風会）

やまもと りょうすけ

気候変動及びその影響を軽減するための緊急対策を
講じる

気候変動に具体的な対策を 陸の豊かさも守ろう
陸域生態系の保護、回復、持続可能な利用の推進、持
続可能な森林の経営、砂漠化の対処、ならびに土地の
劣化の阻止・回復及び生物多様性の損失を阻止する

【ZEH（ゼッチ）】
net Zero Energy House（ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス）の略語
で、「エネルギー収支を実質ゼロ以下にする家」という意味になる。

【ZEB（ゼブ）】
net Zero Energy Building（ネット・ゼロ・エネルギー・ビル）の略称で、
快適な室内環境を実現しながら、建物で消費する年間の一次エネルギー
の収支をゼロにすることを目指した建物のこと。

用語解説
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